
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

令 和 ８ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立草加南高等学校 ） 
 

目指す学校像 
困難に挑戦する強い心と豊かな人間性を育み、グローバルな視点をもって 

社会に貢献する人材を育成する 
      

※学校関係者評価実施日とは、最終回の

学校評価懇話会を開催し、学校自己評価

を踏まえて評価を受けた日とする。 

       

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)   

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実践、指導と評価の一体化を進め、学習指導の質を高める 

２ 一人ひとりの生徒理解を基礎とする、自主性を促しつつ、適切かつ組織的な生徒指導をすすめる 

３ 多様な進路実現に向けきめ細かな指導を継続すると共に、大学入試改革に対応できる進路指導を確立する 

４ グローバル人材育成事業及び本校独自のプログラムを通し、地域に開かれた学校づくりを推進する 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   
出席者 学校関係者     名 

    生徒        名 

    事務局(教職員)   名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日 現 在 ）  実施日 令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

グループワーク･プレゼンテーショ

ン活動を多くの授業に導入するこ

とで､主体的･対話的で深い学びの

実践は実現しつつある｡その学びを

適切に評価する､指導と評価の一体

化を図り､生徒の学習改善と教員の

授業改善につなげ､学習指導の質を

高めることが今年度の課題である｡ 

 

主体的・対話的

で深い学びを実

践するととも

に､生徒一人一

人の 進路希望

に応じた多彩で

効果的な学習の

機会を提供す

る｡ 

①生徒による日頃の授業等の振返りや

授業アンケートを踏まえた授業改善の

実施 

②生徒の主体的･探究的な学びを具現化する

総合的な探究の時間の充実 

③教科研究協議､教科横断的授業研究に

よる授業改善 

④指導と評価の一体化に向けた観点別

評価の効果的な運用 

⑤DX 指定校として､デジタル技術を活用

した外部機関等との協働的な活動の推

進による情報Ⅱ･総合的な探究の時間の

充実 

➀授業満足度（主体的･対話的

で深い学びの実践状況）  

②総合的な探究の時間の満足

度 

③授業研究会の取組状況 

④観点別評価や教育課程編成

における教員の取組状況 

⑤データサイエンスの手法を

取り入れた情報Ⅱやエビデン

スに基づく探究的な学びの実

践状況 

【年度末調査】 

     

２ 

生徒が授業や学校行事､生徒会活動

等に積極的に参加し､自己管理しな

がら諸活動に取り組めるようにな

った｡また､生徒との対話を通じた

生徒指導の他､組織的に取組む体制

は整えられているが､生徒の抱える

課題は多様化しており､そうした諸

課題に対する支援の工夫が課題で

ある｡ 

授業や学校情

事､生徒会活動

等に積極的に参

加することで､

生活面の自己管

理を促す｡ 

 

①生徒アンケートや生徒との対話

を通じた生徒理解の推進 

②学年相談係･支援委員会による

組織的な対応とスクールカウンセ

ラー･関係機関との連携 

③多様な諸課題をテーマにした研

修会の実施による教職員の理解促

進 

①生徒総会での提案等を踏ま

えた生徒との対話による指導

内容の検討状況 

②面談やアンケート等､組織

体制の相談しやすい環境の整

備状況 

③教職員の理解促進に向けた

取組状況 

      【年度末調査】 

     

３ 

生徒の進路実現に向けた面談･補講､

ICT を活用した取組を実践しており､

生徒･保護者ともに進路指導に関する

関心は高い。個に応じた多様化する

進路希望の実現に向けて､適時に進路

希望状況を把握し､進路情報を生徒･

保護者に適切に提供する他、英語検

定をはじめ資格取得の重要性につい

て指導する必要がある｡ 

高い志を持って

目標を設定し､

最後まで諦める

ことなく第一志

望の実現に挑む

姿勢を育む。 

➀面談等による生徒の進路希望の把握

と希望に応じた進路情報の収集･発信 

②教員の指導力向上のため、多様化す

る大学入試に係る校内研究会の実施 

③ICT を活用し､生徒が効率的により高

い目標を立てられる進路指導の実践と､

新鮮な進路情報の発信 

④英語検定の上位級取得に向けた指導

方法の改善･工夫 

➀進路指導や進路実現に向け

た講習･講座の充実度 

②校内研修会の実施状況 

③学習支援ソフトの活用状況 

④英語検定の上位級(2 級)の

合格者数とその割合 

【年度末調査】 

     

４ 

グローバル教育推進事業や学校行

事､生徒会活動や地域貢献活動等の

教育活動を通じて､地域社会･国際

社会に貢献し､活躍するグローバ

ル･シチズンの育成に向けて､開か

れた学校づくりを推進する｡ 

グローバル教育

をとおしてグロ

ーバルな視点を

育み､学校 HP ･

SNS を活用して

広く教育活動の

魅力を発信し､地 

域社会との信頼

関係を構築する｡ 

①海外･国内語学研修をはじめ､グ

ローバル教育推進事業の充実 

②留学生や語学研修参加生徒によ

る成果報告会の拡充 

③HP･SNSを活用した教育活動の発

信 

④外部機関との連携､地域や保護

者への学校行事の公開 

➀グローバル教育の満足度 

②留学生や語学研修参加生徒

による成果報告会の実施状況 

③HP･SNSによる情報発信状況 

④部活動･生徒会･有志生徒に

よる外部機関との連携、地域

や保護者への学校行事の公開

状況 

【年度末調査】 

     


